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大わらじ奉納
むらやま教育の日、五日町児童遊園完成、放課後児童クラブ利用会員募集　ほか

楯岡荒町地区の皆さんが製作した大わらじを10年ぶりに浅草寺へ奉納
＜10月21日    東京・浅草寺宝蔵門＞



230.11.1　　広報　市民の友　むらやま

大わらじ奉納
 大観衆に見守られ、楯岡荒 町のわらじが浅草寺へ

　
10
月
21
日

（日）
、
東
京
・
浅
草
寺
に
8

代
目
と
な
る
大
わ
ら
じ
が
10
年
ぶ
り
に

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
わ
ら
じ
は
、
楯
岡
荒
町
地
区
の
皆

さ
ん
で
組
織
す
る
第
８
回
浅
草
寺
奉
納

大
草わ
ら
じ鞋
製
作
実
行
委
員
会
（
後
藤
弘
美

会
長
）
が
約
2
年
の
歳
月
を
か
け
て
製

作
し
た
も
の
で
す
。
男
わ
ら
じ
と
女
わ

ら
じ
の
左
右
1
組
で
、
片
方
が
長
さ

４
・
５
メ
ー
ト
ル
、
約
５
０
０
キ
ロ
グ

ラ
ム
も
の
重
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
大
わ
ら
じ
は
楯
岡
荒
町
地
区
の
皆
さ

大わらじの積み込み。大わらじの絵がデザインされた新車のトラックで、
㈱最上運輸（三原研似代表取締役）が5円（ご縁）で運送しました。

楯岡荒町地区の皆さんに担がれ、大わらじが伝法院を出発

仲見世は奉納行列を見物する人たちでいっぱいに 奉納行列に参加した楯岡荒町地区の皆さん
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大わらじ奉納
 大観衆に見守られ、楯岡荒 町のわらじが浅草寺へ

特集　大わらじ奉納

ん
に
担
が
れ
、
正
午
に
伝
法
院
を
出

発
。
身
動
き
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
観
衆

の
中
、
雷
門
、
仲な
か
見み

世せ

を
練
り
歩
き
ま

し
た
。
奉
納
行
列
が
宝
蔵
門
に
到
着
す

る
と
、
応
援
に
訪
れ
た
約
1
、
0
０
０

人
の
村
山
市
民
や
市
出
身
者
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
奉
納
式
が
厳
粛
に
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
宝
蔵
門
に
ゆ
っ
く
り
と

大
わ
ら
じ
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
当
日
、
村
山
市
と
台
東
区
の
友

好
都
市
提
携
10
周
年
を
記
念
す
る
祝
賀

会
が
台
東
区
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
さ
ら
に
友
好
の
絆
を
深
め
ま
し

た
。

五重塔前で荒町あ組が徳内ばやしを披露

奉納式で大草鞋製作実行委員会の後藤会長があいさつ
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特
集　

大
わ
ら
じ
奉
納

　平成29年2月27日、浅草寺から正式な大わらじ奉納要請を受けてから、楯岡荒町地区の皆さんが中
心となり、5月には田植え、9月に稲刈りを行いました。平成30年2月11日には起工式が行われ、楯岡
荒町地区をあげて、大わらじ製作が始まりました。製作期間約1か月、延べ人数８８０人が関わり、3月
12日に大わらじはお披露目されました。

8代目大わらじ  完成までの道のり

平成29年2月27日
浅草寺側から大わらじ奉納の要請
　守山雄順執事長ら4人が村山市役所
を訪問。楯岡荒町地区の代表者と面談
し、8代目大わらじ奉納に向けた動き
が始動しました。

平成30年3月12日
大わらじ完成・お披露目式
　完成した大わらじは市役所市民
ホールに設置され、絶えず見物者

平成29年3月11日　実行委員会設立
　楯岡荒町地区の皆さんによる第8
回浅草寺奉納大草鞋製作実行委員会
（後藤弘美会長）が設立されました。

平成29年5月21日　田植え
　柴崎仁左衛門さん所有の奉納田で大
わらじ用の稲「合川1号」の苗を植え
ました。

平成29年9月24日　稲刈り 平成30年2月　大わらじ製作
土谷博行さんが所有する作業場で大わらじを製作しました。

が訪れました。
　8月24日から26
日は、むらやま徳
内まつりに合わせ
て甑葉プラザに展
示されました。
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特集　大わらじ奉納、台東区と友好都市提携10周年

特
集　

大
わ
ら
じ
奉
納
、
台
東
区
と
友
好
都
市
提
携
10
周
年

　これまで宝蔵門に掲げられていた大わらじを11
月5日(月)から市役所1階市民ホールに展示します。
見学時間　平日　　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　日曜日　午前8時30分～正午

帰ってきた大わらじを展示

大わらじ奉納の歴史

昭
和
4
年
秋 

大
わ
ら
じ
製
作
始
ま
る　

　
楯
岡
町
青
年
団
主
催
の
わ
ら
工
芸
品
評
会
に
、
荒

町
青
年
団
が
大
わ
ら
じ
を
作
っ
て
出
品
。
楯
岡
地

域
の
小
松
沢
観
音
に
奉
納
し
た
。

昭
和
16
年
1
月 

初
代
の
大
わ
ら
じ
奉　
　

　

楯
岡
荒
町
地
区
に
生
ま
れ
た

松
岡
俊
三
代
議
士
は
雪
害
問
題
解

決
の
御
礼
と
護
国
を
祈
願
し
「
護

国
の
大
わ
ら
じ
」
を
浅
草
寺
へ
奉

納
し
た
。

昭
和
39
年
4
月 
２
代
目
の
大
わ
ら
じ
奉
納

　
昭
和
20
年
3
月
の
東
京
大
空
襲
で
焼
け
た
浅
草
寺

が
復
興
し
、
新
し
く
建
て
ら
れ
た
宝
蔵
門
に
楯
岡
出

身
の
彫
刻
家
・
村
岡
久
作
氏
の
仁
王
尊
が
安
置
さ
れ

た
。
こ
れ
を
喜
び
、
楯
岡
荒
町
地
区
の
住
民
が
再
び

大
わ
ら
じ
を
奉
納
し
た
。

昭
和
47
年
3
月 

３
代
目
の
大
わ
ら
じ
奉
納

昭
和
53
年
10
月 

４
代
目
の
大
わ
ら
じ
奉
納

昭
和
63
年
10
月 

５
代
目
の
大
わ
ら
じ
奉
納

平
成
10
年
10
月 

６
代
目
の
大
わ
ら
じ
奉
納

平
成
20
年
10
月 

７
代
目
の
大
わ
ら
じ
奉
納

平
成
30
年
10
月
21
日 

8
代
目
の
大
わ
ら
じ
奉
納

　大わらじ製作や奉納の様子をまとめたテレビ番組
が次の日程で放映されます。ぜひ、ご覧ください。
11月3日(土・祝日) 午後3時25分～　山形テレビ(ＹＴＳ)
11月21日(水) 午後7時～　テレビユー山形(ＴＵＹ)

テレビ放送のお知らせ

　
長
年
に
わ
た
る
浅
草
寺
へ
の
大
わ
ら
じ
奉
納
や
少
年
野
球
を

通
じ
た
交
流
な
ど
が
縁
と
な
り
、
村
山
市
と
台
東
区
は
平
成
20

年
に
友
好
都
市
の
盟
約
を
結
び
ま
し
た
。

　
10
月
21
日
の
大
わ
ら
じ
奉
納
終
了
後
に
は
、
台
東
区
の
浅
草

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
友
好
都
市
提
携
10
周
年
を
記
念
し
た
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
会
に
は
、
志
布
市
長
や
長
南
誠
市

議
会
議
長
、
台
東
区
の
服
部
征
夫
区
長
、
河
野
純
之
佐
区
議
会

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
15
人
が
参
加
。
服
部
区
長
は
「
両
都
市

の
友
情
の
絆
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
、
志
布
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
通
じ
て
両
都
市
が
良

く
な
っ
て
い
け
る
よ
う
、
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
村
山
市
と
台
東
区
は
こ
れ
か
ら
も
交
流
活
動
を
進
め
、
両
都

市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

台
東
区
と
友
好
都
市
提
携
10
周
年

服部征夫台東区長（左）と志布市長（右）
お互いに記念品の贈呈を行いました。村山市
からは楯岡焼のランプシェード「ホッ灯」、
台東区からは江戸風鈴「風神・雷神」が贈ら
れました。
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特
集　

む
ら
や
ま
教
育
の
日

むらやま教育の日
　村山市では、平成28年から11月19日を「むらやま教育の日」と定めました。
　「むらやま教育の日」は、市民みんなで村山市の教育について考える日です。
　この日をきっかけに、学校教育・家庭教育・社会教育などすべての「まなび」を含む生涯教育
を一人ひとりが意識しましょう。そして、子どもから大人まで一生学ぼうとする積極的な意欲と
力を持ち、互いに支え合いながら、みんなで村山市の教育をよりよいものにしましょう。
　11月17日には「教育の集い」を開催するほか、11月から12月にさまざまな関連イベントも行
います。皆さんぜひ、お越しください。
■問合せ／むらやま教育の日実行委員会事務局（生涯学習課生涯学習係）☎内線331

11/17
(土)

村山市の未来を拓
ひら

く人を育てる

むらやま教育の集い 会場：甑葉プラザ

【日程】
・  9:00～ 「教育の集い」開会行事
・  9:20～ アバガル･カルテット　楯岡小学校合唱
・10:30～ 葉山中学校　英語劇「ベニスの商人」
・11:30～ 楯岡中学校吹奏楽
・12:00～ 楯岡中学校英語弁論
・12:30～ 村山産業高校の取組み発表
・13:00～ グローバルキッズプレゼンテーション
・13:40～15:45　「未来フォーラム」
　青少年健全育成標語、いじめ非行防止標語受賞者表彰
　弁論発表（中学生）「少年の主張」
　家庭・地域・学校の人を交えたワークショップ

■未来フォーラム
　村山市青少年育成市民会議主催

　ワークショップでは、学校での地域学習や地域で
頑張っていること、誇れるものなどを題材に、家
庭・地域・学校の人を交えて社会環境を築く連携に
ついて考えます。

■ブルガリアの民族合唱と楯小合唱部の共演
　ブルガリアの4人の歌姫によるコーラス隊「アバガ
ル・カルテット」がブルガリアの民族合唱を披露しま
す。変化に富んだリズム、透明感のある歌声をお聴き
ください。
　また、楯岡小学校合唱部がコーラスを披露するほ
か、「アバガル・カルテット」と共演します。■教育にちなんだ展示・活動紹介　

＜発表＞ 
　楯岡中学校吹奏楽部、村山産業高校の取組み、 市内中学生による英語を使った発表
＜展示・紹介＞
　最上川写生大会作品、青少年健全育成標語入賞作品、いじめ非行防止標語の展示
　ROSE CAMP（ローズキャンプ）、 村山青年会議所の事業、各小中学校、市学童保育連絡協議会の取組みの紹介
　パソコンを使ったプログラミング、村山産業高校の学習活動に関するデモンストレーション
　楯岡特別支援学校の活動紹介と作品展示、健康・食育・自殺予防に関するパネル展示
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特集　むらやま教育の日

特
集　

む
ら
や
ま
教
育
の
日

11/17、18 (土)   (日)
最上徳内記念館
最上川美術館 入館無料

最上徳内記念館の展示
「庄内藩の名品と蘭学者展」
　シーボルト事件や最上徳内についての記載があ
る庄内藩の蘭学者の書簡を展示します。庄内藩の
陣羽織やかぶと、軍配うちわなどもご覧くださ
い。
■問合せ／最上徳内記念館　☎(55)3003

最上川美術館の展示
・常設展示室「致道博物館 館蔵品  洋画家三人展」
　鶴岡市の致道博物館が所蔵する、洋画家地主悌助、齋藤求、
山本甚作が描いた油絵を展示します。

・企画展示室「真下慶治　最上川Ⅳ」
　真下慶治が描いた最上川の風景画を展示します。
■問合せ／最上川美術館　☎(52)3195

－「むらやま教育の日」関連事業  －

小学校
「学習発表会・作品展」
会場：各小学校

　子どもたちが練習してきた歌や劇、合奏、踊りな
どを発表します。また、絵画や書、家庭科作品など
も展示します。
＜開催日・問合せ＞
・大久保小学校　11月3日(土・祝日) ☎(54)2109
・冨本小学校　　11月3日(土・祝日) ☎(54)2102
・戸沢小学校　　11月3日(土・祝日) ☎(56)2112
・袖崎小学校　　11月4日(日) ☎(58)2011
※発表の内容・時間などについては各小学校にお問
　い合わせください。

11/15、16
 (木)  (金)

市立図書館
「図書館参観日」

時間：10:00～12:00　会場：市立図書館

　各地域市民センターからバスで送迎も行います。楯
岡地域の方は図書館に集合してください。事前申込み
が必要です。先着各25人。
＜日程＞
  8:50　　バス出発（15日は西方面、16日は東方面)
  　　　　15日：大高根→戸沢→冨本→大久保
  　　　　16日：袖崎→大倉→西郷
10:00～　図書館の案内
10:30～　 最上川三難所を中心とした資料を展示する

企画展「最上川舟運資料展」の説明
11:00～　昔語りと歴史紙芝居
11:30～　館内自由見学
12:00　　バス出発
■問合せ／市立図書館　☎(55)2833

11/24
（土）

市立図書館「大人の朗読会」
時間：17:00～19:00　会場：市立図書館

　朗読集団「さんの会」の皆さんによる大人向けの朗読
会です。藤沢周平作品や向田邦子作品を朗読します。
■問合せ／市立図書館　☎(55)2833

12/2
（日）

楯岡小学校
合唱部・アンサンブル部
「クリスマスコンサート」

時間：15:30～17:00　会場：市民会館大ホール

　楯岡小学校の合唱部とアンサンブル部がそれぞ
れ、合唱と演奏を披露します。
　合唱部は山形県出身の作曲家服部公一さんが作曲
した新曲を披露。当日は服部さんも来場されます。
■問合せ／楯岡小学校　☎(55)2411

11/3、４
 (土･祝) (日)
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特
集　

五
日
町
児
童
遊
園
が
完
成

特集　五日町児童遊園が完成

五
日
町
児
童
遊
園
が
完
成

整
備
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
水
飲
み

場
や
東あ
ず
ま
や屋
、
ベ
ン
チ
な
ど
を
設
置
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
や
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
甑
葉
プ
ラ
ザ
南
側
に
五
日
町
児
童
遊

園
が
完
成
し
ま
し
た
。
五
日
町
児
童
遊

園
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

（
あ
い
あ
る
プ
ラ
ン
）
」
の
基
礎
と

な
っ
た
、
小
学
３
年
生
ま
で
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
で
多
く
の

要
望
が
あ
っ
た
「
遊
び
場
の
確
保
」
を

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

児
童
遊
園
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
図
書
館

が
あ
る
甑
葉
プ
ラ
ザ
に
近
く
、
ま
ち
中

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
だ
け
で
な
く
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
大
い
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
約
１
、
９
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
敷
地
に
、
水
は
け
の
良
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
広
場
ス
ペ
ー
ス
と
芝
を
貼
っ
た

交
流
ス
ペ
ー
ス
、
11
台
分
の
駐
車
場
を

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係　
☎
内
線

163

新
幹
線
が
見
え
る
公
園

楯岡五日町町内会長
　　  安達  正憲さん

新しい公園ができて、とて
もうれしく思います。子ど
もの明るい声で町内全体が
元気になりそうです。公園
は子どもだけでなく地域の
憩いの場としても利用でき
そうですね。

いつも甑葉プラザのポポーの
ひろばを利用しています。近
くに公園ができたので、これ
からはお外遊びもできそうで
す。特に新幹線が見えるのが
いいですね。芝生部分は小さ
い子どもを遊ばせても安心な
ので、助かります。清水  侑衣さん

 柊吾くん（楯岡）
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特集　放課後児童クラブ利用会員募集

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

は
、
留
守
家
庭
の
小
学
生
を
授
業
終
了

後
や
学
校
休
校
日
に
安
全
に
お
預
か
り

す
る
場
所
で
す
。
自
営
業
や
農
家
な
ど

で
多
忙
な
家
庭
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
村
山
市
で
は
す
べ
て
の
小
学
校
区
で

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
各
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
地
域
の
運
営
委
員
会
な
ど
が
運
営
を

行
い
、
市
は
委
託
料
や
補
助
金
を
交
付

し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
専
属
の
放
課
後

児
童
支
援
員
が
指
導
に
あ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
が
家
庭
と
同
じ
よ
う
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
細
や
か
な
心

配
り
を
し
な
が
ら
見
守
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
が
迎
え
に
来

る
ま
で
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
宿
題
を
し

た
り
、
お
や
つ
を
食
べ
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
遊
び
を
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま

す
。

特
集　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
募
集

留
守
家
庭
の
小
学
生
を
安
全
に
お
預
か
り
し
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
募
集

利
用
料
（
保
育
料
）
の
助
成

　
教
育
委
員
会
か
ら
就
学
援
助
の
対
象

と
認
定
さ
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
を
市
が
助
成
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
、
兄
弟
で
利

用
し
て
い
る
２
人
目
以
降
の
児
童
に
つ

い
て
、
利
用
料
を
市
が
助
成
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
生
活
保
護
世
帯

全
額
助
成
（
上
限
１
０
、
０
０
０
円
）

■
就
学
援
助
の
対
象
児

全
額
助
成
（
上
限
７
、
０
０
０
円
）

■
同
時
利
用
の
２
人
目

半
額
助
成
（
上
限
５
、
０
０
０
円
）

■
同
時
利
用
の
３
人
目
以
降

全
額
助
成
（
上
限
１
０
、
０
０
０
円
）

※
助
成
は
月
額
利
用
者
が
対
象
で
す
。

※
同
時
利
用
は
兄
弟
で
一
緒
に
利
用
し

　
て
い
る
場
合
で
す
。

利
用
会
員
を
募
集
し
ま
す

　
各
児
童
ク
ラ
ブ
の
来
年
度
利
用
会
員

を
募
集
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
募
集
期
間

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
市
報
で
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
西
郷
・
大
久
保
・
冨
本
は
12
月
、
袖

崎
・
大
高
根
は
１
月
の
市
報
1
日
号
に

掲
載
し
ま
す
。

■
た
て
や
ま
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　
楯
岡
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

地
域
交
流
活
性
化
セ
ン

タ
ー
（
甑
葉
プ
ラ
ザ
北
向
い
）
、
甑
葉

プ
ラ
ザ
２
階
な
か
よ
し
ル
ー
ム

■
さ
ん
さ
ん
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　
戸
沢
小
学
校
児
童

開
設
場
所　
戸
沢
小
学
校
体
育
館
２
階

　

保
育
内
容
（
2
ク
ラ
ブ
共
通
）

■
保
育
時
間　

登
校
日　
学
校
終
了
時
～
午
後
６
時

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係　
☎
内
線

163

学
校
休
校
日　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

延
長
保
育　
午
前
７
時
30
分
～
８
時

　
　
　
　
　
午
後
６
時
～
７
時

■
登
録
料　
年
額
３
、
０
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
）

■
保
育
料　

キ
ッ
ズ
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
６
、
０
０
０
円
～
９
、
０
０
０
円

な
か
よ
し
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

■
募
集
期
間　
11
月
1
日

（木）
～
30
日

（金）

■
申
込
み
・
問
合
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ン
ド
セ
ル
☎

（55）
７
７
１
０

（
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）
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子
育
て
応
援
情
報

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター

　 ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター

11月7日(水)　10:30～11:00受付
ポポーのひろば
未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室
日

会

内

対 平成29年11月以降生まれの親子
11月21日(水)　10:30～11:30
なかよしルーム
ママ同士の交流やお子さんとの
ふれあい遊び、絵本の読み聞か
せをします。

Babyママカフェ

日
会
内

子育て支援課 ☎内線163
村山市役所

対 保育施設等入所前の親子
①11月13日(火)　9:00～11:00
②11月28日(水)　9:00～11:00
②11月30日(金)　9:00～11:00
①ちぐさ認定こども園
②冨本認定こども園
③西郷認定こども園

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

日

会

対 11月生まれのお子さん（3歳まで）
11月28日(水)　11:45～12:00
ポポーのひろば
乗用玩具で遊ぶことができます。
お誕生手形の受付は10:30まで。

11月生まれのお誕生会

日

会
他

保育施設等入所前の親子
11月20日(火)　10:00～11:30
戸沢保育園
ミニミニ運動会、お誕生会、身
長・体重測定

わくわく広場

日
会

内

対

小学校入学前の親子
11月15日(木)　10:30～11:30
ふたば大高根保育園
講師　よみきかせ隊あめいつもはれ

育児講座　絵本とわらべうた
対
日

会
他

小学校入学前の親子
11月17日(土)　9:30～12:00
戸沢保育園
遊びの広場、お誕生会
持ってきた弁当を食べながら交流
もできます。

ぐんぐん広場

日
会

内

対

他

イベント情報の確認に

子育て支援アプリが便利です

　子育て支援アプリ「すくすく村
山」には、イベントの情報発信の
ほか、予防接種の自動スケジュー
ル管理など、便利な機能がいっぱ
いです。ぜひ、
ご活用ください。
　ダウンロード用
　　 QRコード→

保育施設等入所前の親子
①11月7日(水)　9:30～11:30
②11月8日(木)　9:30～11:30
①冨本認定こども園
②ひばり保育園
遊びの広場、季節の工作、おや
つの時間、お誕生会

ぐんぐんの出前保育
対
日

会

内

子育て中の方、おじいちゃん、
おばあちゃんどなたでもどうぞ
11月7日(水)　9:30～11:30
ふたば大高根保育園
大根掘りをします。

地域交流の場　じばサロン
対

日
会
内

保育施設等入所前の親子
11月22日(木)　10:00～11:00
戸沢地域市民センター
講師　渡邉裕子氏

育児講座 わらべうた・絵本の世界
対
日

会

他

日 11月9日(金)　10:30～11:30
なかよしルーム
家庭の災害時の備えについて考
えてみましょう。　　 必要

子育て応援室
災害時の備え おしゃべり会

会
内

申

対 小学生までの親子
11月17日(土)　10:30～11:30
なかよしルーム
楽しい工作、読み聞かせなどを
地域の方が提供してくれます。

秋のくるみの楽校

日
会
内

11月25日(日)　10:00～13:00
甑葉プラザ甑葉ホール
楽しい遊びがいっぱい。各コー
ナーで使えるチケットを当日受
付で配布します。チケットがな
くなり次第、入場を終了します。

子育て応援メッセinむらやま
ポポーまつり
日

会

内

ころころランド
保育施設等入所前の親子
①11月  9日(金)　9:30～11:30
②11月20日(火)　9:30～11:30
①ふたば大高根保育園
②ふたば袖崎保育園
①音がいっぱい手作りおもちゃ
②給食試食会
① マラカスを作りますので、空

き容器があればお持ちくださ
い。

②必要（11月12日まで）

日

会

持

内

申

対

子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～
※参加費の記載のないイベントは無料です。

表記の説明　　　対象　　　日時　　　会場　　　内容　　  持ち物　　  事前申込　　  その他対 日 会 内 持 申 他
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Vol.
41

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
に
行
こ
う
、
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

村
山
市
が
誇
る
居
合
道
は
約
４
５
０

年
前
、
林
崎
甚
助
重
信
公
に
よ
り
編
み

出
さ
れ
ま
し
た
。
仇
討
ち
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
生
ま
れ
た
居
合
道
で
す

が
、
今
と
な
っ
て
は
世
界
中
の
剣
士
の

「
道
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
林

崎
甚
助
重
信
公
を
ま
つ
っ
た
熊
野
居
合

両
神
社
は
、
世
界
の
剣
士
た
ち
の
聖
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
た
び
、
平
成
29
年
か
ら

開
発
を
進
め
て
き
た
居
合
道
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
完
成
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

実
際
に
道
着
を
着
用
し
、
基
本
「
形
」

の
体
験
を
行
う
も
の
で
、
真
剣
で
試
し

斬
り
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

10
月
26
日
に
は
旅
行
会
社
、
報
道
機

関
向
け
の
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
居

合
道
は
大
事
な
文
化
で
す
。
次
の
世
代

に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
に
村
山
市
の
人

た
ち
が
一
番
に
盛
り
上
げ
て
、
守
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る

村
山
市
に
す
る
た
め
に
、
私
も
知
恵
を

絞
っ
て
、
居
合
道
を
通
じ
知
名
度
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
11
月
24
日
に
市
民
向
け
の

体
験
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市
報
21

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

居
合
道
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

～ナジュワ隊員の奮闘記～居合道体験会の様子

最
上
川
を
眺
め
る
湯　
入
浴
回
数
券
が
お
得
で
す

　
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
の
魅
力
の
一
つ
は
最

上
川
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
大
浴
場
と

露
天
風
呂
で
す
。
春
の
新
緑
、
渇
水
期
に

表
れ
る
岩
盤
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
景
色

な
ど
、
お
風
呂
に
入
り
な
が
ら
最
上
川
の

四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
を

含
む
塩
化
物
泉
。
保
温
効
果
が
高
い
温
ま

り
の
湯
で
す
。
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、
五
十

肩
の
ほ
か
、
き
り
き
ず
、
や
け
ど
な
ど
に

も
効
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大

浴
場
は
温
度
が
高
め
の
浴
槽
と
、
リ
ラ
ッ

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
に
行
っ
て
み
よ
う

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点  

☎
（56）
３
３
５
１

ク
ス
で
き
る
ジ
ェ
ッ
ト
ス
パ

付
き
の
低
温
浴
槽
が
あ
り
、

好
み
や
目
的
に
合
わ
せ
て
健

康
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。
露
天
風
呂
は
男

女
で
趣
が
異
な
り
、
日
ご
と
に
入
れ
替
わ

る
た
め
、
日
を
変
え
て
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
大
浴
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
の
来
館

者
数
が
１
０
０
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
、
ス
パ
プ
ー
ル
ま
た
は
大
浴

場
・
露
天
風
呂
で
使
え
る
超
お
得
な
入
浴

回
数
券
を
12
月
2
日
ま
で
販
売
し
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら

100
万
人
達
成

超
お
得
な
入
浴
回
数
券
を
販
売
中

  大わらじ奉納
  記念商品販売

　売店で大わらじにちなんだ
商品を販売します。

12/2
まで

・純米吟醸　金の大わらじ
・大わらじせんべい
・焼き菓子　大わらじ
・手作り布ぞうり
・奉納記念木札　ほか

最上川を真近に臨む露天風呂
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受
賞
者
紹
介

受賞者のご紹介 ※敬称略

市芸術文化功労者
　10月26日の市芸術祭開幕式で
次の方へ表彰状が贈られました。
■功労章
　小松千恵子（袖崎・茶道）
■栄光章
　大場ひろみ（楯岡・俳句）
　金澤　求美（楯岡・書道）
　下山ヒサ子（楯岡・民謡）
　楯岡中学校吹奏楽部
■感謝状
　阿相　金彌（楯岡・昔語り）
　斎藤　光子（楯岡・三味線、民謡）
　中山　時江（楯岡・三味線、民謡）
　中山　治子（楯岡・コーラス）
　井澤　和子（戸沢・大正琴）
　五十嵐祐子（大高根・演劇）
　村山三曲協会
　村山市謡曲連盟

第1回全国最上川写生大会

■村山市長賞
　寒河江陽菜（東根二中3年）
■村山市議会議長賞
　高橋愛衣梨（戸沢小5年）
■村山市教育委員会教育長賞
　鈴木あすは（楯岡小2年）
■審査員長賞
　永澤　慧一（葉山中2年）
■真下慶治記念賞（家族賞）
　坂井　米珠（楯岡小4年）
　坂井　育美（保護者・楯岡）
■村山ロータリークラブ会長賞
　高嶋　蒼空（大富小5年）
■村山ローズロータリークラブ会長賞
　梅津　果歩（東根小4年）

そば花まつりフォトコンテスト
　9月9日に開催されたフォトコ
ンテストで、市内から次の方が入
選されました。
■入選　　　村川　市郎（楯岡）
　　　　　　板垣　重善（西郷）
　　　　　　高橋　賢治（戸沢）

第43回県総合書道展

■入選（公募）
【漢字】安達岳峰、板垣玉潤、
柏倉典子、齊藤詩織、柴田紗希、
鈴木友璃愛、皆川渓泉(以上楯岡)
川田喜正、西塚佐也佳(以上西郷)
佐藤黎花（大久保)、青柳清長、
笹原道子(以上戸沢)
【調和体】柴田民子(楯岡)

■入賞
【山形県議会議長賞】
　金澤　求美（楯岡）
【奨励賞】板垣　霜月（楯岡）
【褒状】　阿部　陽子（楯岡）
　　　　　松田　律子（楯岡）
　　　　　滝田　光菖（西郷）
　　　　　青柳　春城（戸沢）
　　　　　後藤　渓星（戸沢）
■役員
【参与】　渡邉研山(楯岡)
【理事】　齋藤湖舟、齋藤菖園、
高梨甑岳(以上楯岡)、松田史道
(大久保)
【評議員】笹原美楓（戸沢）
■入選（会友）
【漢字】井上静雲、岩崎佳風、
太田聖泉、金谷清風、斎藤正峰、
柴田梨風、渡邊柳泉(以上楯岡)、
斎藤清泉(西郷)、齋藤松聲(大倉)
青木八栄子、青木葉山、石井青鳳
大江隆山、後藤厚子(以上冨本)、
永澤悠山(戸沢)

第41回市一周駅伝競走大会
　10月14日に開催され、18区間
32.6キロメートルで熱戦が繰り
広げられました。
■総合成績
優　勝　西郷
準優勝　戸沢A
第３位　楯岡A

■東コース成績 ■西コース成績
優　勝　西郷 優　勝　西郷　
準優勝　楯岡A 準優勝　戸沢A
第３位　戸沢A 第３位　楯岡A

■村山ライオンズクラブ会長賞
　大場　朱琳（大久保小5年）
■村山商工会長賞
　杉原　美咲（戸沢小4年）
■村山青年会議所理事長賞
　日塔　華蓮（大久保小6年）
■山形新聞・山形放送賞
　高橋　　芽（戸沢小4年）
■審査員特別賞
　沼澤　徳和（保護者・楯岡）

■写生大会参加作品の展示
期間　11月8日(木)～21日(水)
時間　午前9時～午後7時
会場　甑葉プラザ1階ロビー
問生涯学習課文化係　☎内線333

第70回毎日書道展
　市内から次の方が入賞・入選さ
れました。
■毎日賞
【会友漢字】青柳　春城（戸沢）
■入選
【公募漢字】板垣　玉潤（楯岡）
　　　　　佐藤　黎花（大久保）

　市内から次の方が入賞・入選されました。

　10月8日に最上川美術館などで開催されました。
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受賞者のご紹介

【佳作】
　安達　　諒（楯岡小5年）
　田中　博章（西郷小5年）
　芦野　海翔（大久保小5年）
　大地　百音（戸沢小5年）
　元木　　月（富並小5年）
　工藤　太陽（西郷小6年）
　大山隼之介（冨本小6年）

市青少年健全育成標語

※敬称略

■入賞者
【特選最優秀】
　黒沼　愛佳（富並小6年）
・受賞作品
　ひとことで　幸せ生まれる
　『ありがとう』
【特選】
　渡邊　啓太（楯岡小6年）
　鈴木　桜華（冨本小6年）
【入選】
　伊藤　聖桜（楯岡小5年）
　新野　歩奈（西郷小5年）
　西塚あかり（袖崎小5年）
　荒井　俊祐（楯岡小6年）
　森　　亮杜（袖崎小6年）

受
賞
者
紹
介
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

第36回市野球スポーツ少年団秋季大会
　10月6日に金谷運動広場で開催
されました。
優　勝　レッドキングス
準優勝　村山DBファイヤーズ
第３位　村山西部ライオンズ

対
象
者

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
重
度
の
脊
髄

損
傷
者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
、

２
級
を
お
持
ち
の
方

支
給
額

　
月
額
２
、
０
０
０
円

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
福
祉
課
生
活
福
祉
係

 

　
☎
内
線

147

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
分
だ
け
で
な
く
家
族
の

保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
の
10
月
以
降
に
、
こ
の
年
初
め

て
の
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、

来
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
２
３
７

（84）
２
５
５
１
ま
た
は

　
　
市
民
環
境
課
市
民
係　
☎
内
線

113

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

在
宅
酸
素
療
法
者
へ
助
成
金
を
支
給

■市選定入賞者
　大場ななみ（楯岡小1年）
　佐藤　渉真（楯岡小1年）
　門脇　海里（大久保小2年）
　板垣　玲南（西郷小3年）
　柴崎　紅奈（楯岡小5年）
　菊地　恵乃（大久保小5年）
　森　　逢志（袖崎小5年）
　田中みなみ（楯岡小6年）
　菊地　さや（冨本小6年）
　夘野　玲竪（戸沢小6年）
　黒沼　愛佳（富並小6年）
　三浦　　暖（葉山中1年）
　須藤　叶羽（楯岡中3年）
　冨塚　快澄（楯岡中3年）

対
象
者

呼
吸
器
機
能
障
が
い
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
所
持
し
、
医
師
の
指
示
の
も

と
に
在
宅
酸
素
療
法
を
行
っ
て
い
る

方
※
重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者
医
療
証

（
一
部
負
担
金
な
し
）
が
交
付
さ
れ

て
い
る
方
を
除
く
。

助
成
額

　
月
額
３
、
０
０
０
円

在
宅
重
度
脊
髄
損
傷
者
へ

日
常
生
活
活
動
費
を
支
給

県いじめ非行防止標語

生
活
福
祉
情
報

国
民
年
金
情
報
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ま
ち
の
話
題

　

第
17
回
山
形
県
人
東
京
村
山
会

（
菊
地
栄
吉
会
長
）
の
集
い
が
10
月
7

日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
東
京
近
郊

に
住
む
市
出
身
者
約
１
２
０
人
の
ほ
か

村
山
市
か
ら
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
15

人
が
来
賓
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
集
い
で
は
、
大
高
根
出
身
の

演
歌
歌
手 

北
見
恭
子
さ
ん
と
楯
岡
高

校
の
卒
業
生
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
な
ど
と
し
て
活
躍
す
る
山
口
岩
男

さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
参
加
者
は

村
山
市
の
地
酒
や
果
物
な
ど
、
ふ
る
さ

と
の
味
を
懐
か
し
み
な
が
ら
、
思
い
出

話
に
花
を
さ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

北見恭子さんの歌謡ショー

東
京
村
山
会
の
集
い

　
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
（
上
村
博
芳

会
長
）
が
主
催
す
る
、
南
極
地
域
観
測

隊
・
高
村
真
司
さ
ん
（
西
郷
）
の
講
演

会
が
9
月
23
日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
高
村
さ
ん
は
山
岳
ガ
イ
ド

だ
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
氷
河
で
の
安

全
確
保
や
研
究
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
南
極

の
美
し
い
映
像
と
と
も
に
自
身
の
仕
事

に
つ
い
て
説
明
。
「
山
岳
ガ
イ
ド
を
長

年
続
け
て
き
た
こ
と
が
南
極
観
測
隊
へ

と
つ
な
が
っ
た
」
と
継
続
の
大
切
さ
も

伝
え
て
い
ま
し
た
。
高
村
さ
ん
は
第
60

次
の
観
測
隊
と
し
て
、
10
月
に
再
度
南

極
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

講演する高村真司さん

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

考
え
る
講
演
会

　
厚
岸
町
商
工
会
と
の
姉
妹
商
工
会
締

結
25
周
年
を
記
念
し
た
む
ら
や
ま
商
工

ま
つ
り
・
厚
岸
直
送
か
き
ま
つ
り
が
10

月
14
日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
と
ふ
れ
あ
い
広

場
で
開
催
さ
れ
、
カ
キ
な
ど
を
焼
い
て

楽
し
む
来
場
者
で
会
場
は
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
商
工
会
員
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
店

の
ほ
か
、
甑
葉
ホ
ー
ル
で
は
東
京
都
台

東
区
の
職
人
た
ち
が
「
江
戸
す
だ
れ
」

「
江
戸
銅
器
」
な
ど
の
制
作
を
実
演
。

ま
た
台
東
区
と
の
友
好
都
市
提
携
10
周

年
を
記
念
し
、
大
わ
ら
じ
製
作
や
、
台

東
区
と
の
交
流
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

も
開
催
し
ま
し
た
。

む
ら
や
ま
商
工
ま
つ
り

厚
岸
直
送
か
き
ま
つ
り厚岸直送かきまつりのコーナーでは、カキや

サンマ、アサリを炭火で焼いて楽しみました

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材
し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

まちの話題まちの話題まちの話題
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

最
上
川
も
り
板
そ
ば
の
里
村
山

�

手
打
ち
塾

住所：河島乙99　電話：55-6663　営業時間：午前11時～午後2時（そば打ち体験は午前10時～）　定休日：火曜日

河
島
郵
便
局

道の駅
むらやま

市役所
コ
ン
ビ
ニ

ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア

　
西
郷
・
河
島
地
区
に
あ
る
「
板
そ
ば

の
里
村
山  

手
打
ち
塾
」
は
、
そ
ば
の

食
事
の
ほ
か
、
そ
ば
打
ち
体
験
も
で
き

る
お
店
で
す
。
店
主
の
瀧
田
稔
さ
ん

（
西
郷
）
は
、
農
村
伝
承
の
家
で
活
動

し
て
い
る
「
村
山
そ
ば
の
会
」
の
立
ち

上
げ
メ
ン
バ
ー
。
平
成
6
年
か
ら
農
村

伝
承
の
家
で
そ
ば
打
ち
の
腕
を
磨
き
、

そ
ば
打
ち
名
人
「
そ
ば
匠
」
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、

平
成
16
年
に
店
を
オ
ー
プ
ン
。
妻
の

キ
ミ
子
さ
ん
も
手
伝
い
、
現
在
は
最
上

川
三
難
所
そ
ば
街
道
5
番
店
と
し
て
、

そ
ば
好
き
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
「
最
上
川
も
り
」

は
大
盛
り
の
板
そ
ば
で
す
。
そ
ば
粉

は
石
臼
で
挽ひ

い
た
村
山
市
産
「
で
わ

か
お
り
」
。
そ
ば
粉
10
に
対
し
つ
な
ぎ

2
の
割
合
で
、
細
打
ち
に
仕
上
げ
て
い

ま
す
。
そ
ば
つ
ゆ
は
、
瓶か
め
で
半
年
寝
か

せ
た
「
か
え
し
」
に
上
質
な
か
つ
お
節

や
利
尻
昆
布
か
ら
と
っ
た
だ
し
汁
を
合

わ
せ
て
お
り
、
ま
ろ
や
か
で
深
み
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ば
に
は
野
菜
天

ぷ
ら
や
岩
の
り
、
自
家
製
漬
物
が
サ
ー

ビ
ス
で
付
い
て
き
ま
す
。
岩
の
り
は
そ

ば
つ
ゆ
に
入
れ
る
と
磯
の
風
味
が
広
が

り
、
そ
ば
と
一
緒
に
で
も
、
食
後
に
そ

ば
湯
に
加
え
て
も
楽
し
め
ま
す
。

　
手
打
ち
塾
で
は
本
格
的
な
そ
ば
打
ち

を
学
べ
る
た
め
、
開
業
を
目
指
す
方
も

訪
れ
て
い
ま
す
。
体
験
す
る
方
へ
は
打

ち
方
を
わ
か
り
や
す
く
絵
付
き
で
紹
介

し
た
「
秘
伝
書
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
こ

こ
で
学
び
、
開
店
し
た
と
い
う
連
絡
も

受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
店
内
の
壁
は
お
客
さ
ん
か
ら
の
感
謝

の
手
紙
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
「
お
客

さ
ん
と
交
流
し
、
喜
ぶ
顔
を
見
る
の
が

私
た
ち
の
生
き
が
い
」
と
手
紙
を
見
な

が
ら
夫
婦
で
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
11
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
新
そ
ば
の
季

節
。
最
上
川
三
難
所
そ
ば
街
道
加
盟
店

で
は
「
板
そ
ば
ま
つ
り
」
が
始
ま
り
ま

す
。
話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

次回は、瀧田さんがお薦めのハリス食堂（楯岡）を取材します。
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

・
も
ち
振
舞
い
、
リ
ン
ゴ 

プ
レ
ゼ
ン
ト

・ 

市
内
小
学
生
に
よ
る
農
業
体
験
発
表

会
、
図
画
書
道
展

・
村
山
産
業
高
校
徳
内
ば
や
し
又
新
連

・
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

■
問
合
せ
／
農
林
課　
　
　
☎
内
線

257

仙
台
市
と
台
東
区
で

村
山
市
の
物
産
展
を
開
催

　
芋
煮
や
果
物
、
地
酒
、
漬
物
、
お
菓

子
な
ど
を
販
売
す
る
ほ
か
、
村
山
市
の

特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
い
ま

す
。
会
場
近
郊
に
お
住
ま
い
の
ご
親
戚

や
お
知
り
合
い
に
も
、
ぜ
ひ
、
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。

■
仙
山
交
流
村
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
～
秋
の
味
覚
と
新
そ
ば
ま
つ
り
～

　
最
上
川
三
難
所
そ
ば
街
道
の
打
ち
た

て
そ
ば
の
振
舞
い
も
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
6
日

（火）
、
7
日

（水）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　
勾
当
台
公
園
市
民
広
場
（
仙
台
市
）

■
大
わ
ら
じ
の
里 

村
山
市
観
光
物
産
展

　
10
月
21
日
に
奉
納
さ
れ
た
大
わ
ら
じ

の
も
と
で
徳
内
ば
や
し
も
披
露
し
ま
す
。

日
時　
11
月
18
日

（日）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
村
山

　
村
山
市
と
友
好
都
市
北
海
道
厚
岸
町

の
秋
の
魅
力
が
満
載
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　
11
月
3
日
（
土
・
祝
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
1
時

会
場　
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
本
店

内
容

・ 

厚
岸
町
海
産
物
販
売
（
お
買
い
上
げ

の
方
に
サ
ン
マ
ま
た
は
牛
乳
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
）

・ 

村
山
市
産
野
菜
・
果
物
・
牛
肉
・
新

米
販
売

・
鉄
砲
汁
、
芋
煮
販
売
（
1
杯
１
０
０
円
）

・
厚
岸
町
の
海
産
物
が
当
た
る
抽
選
会

会
場　
浅
草
寺
境
内
（
台
東
区
）

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　
☎
内
線

154

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

推
進
強
化
旬
間

平
成
30
年
度
標
語

「
よ
く
見
て　
確
認　
ゆ
と
り
行
動
」

期
間　
11
月
1
日

（木）
～
10
日

（土）

　
日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮

れ
か
ら
夜
間
に
か
け
交
通
事
故
が
増
加

し
ま
す
。
夕
方
か
ら
の
外
出
は
な
る
べ

く
控
え
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
は
必
ず
夜

光
反
射
材
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

114

秋
季
火
災
予
防
運
動

平
成
30
年
度
標
語

「
忘
れ
て
な
い
？

　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」

期
間　
11
月
9
日

（金）
～
15
日

（木）

防
災
無
線
放
送

11
月
9
日

（金）　
午
前
6
時
30
分

　
　
15
日

（木）　
午
後
7
時

警
鐘
打
鳴　
運
動
期
間
中
の
午
前
6
時

30
分
と
午
後
7
時
の
1
日
2
回

備
え
よ
う 

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
大
切
な
家
族
の
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　
設
置
し
て
約
10
年
が
交
換
の
目
安
で

す
。
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
消
防
本
部
☎

（55）
２
５
１
４

雑
が
み
回
収

　
雑
が
み
と
は
、
空
き
箱
、
包
装
紙
、

封
筒
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
す
。
新

聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
な

ど
は
回
収
し
ま
せ
ん
。
紙
袋
や
大
き
め

の
封
筒
に
入
れ
て
、
収
集
日
の
午
前
8

時
ま
で
に
、
も
や
せ
る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
地
域
・
期
日

・
西
郷
、
大
倉
、
袖
崎

　
11
月
18
日

（日）

・
大
久
保
、
冨
本
、
戸
沢
、
大
高
根

　
11
月
25
日

（日）

　
楯
岡
地
域
は
、
12
月
8
日

（土）
、
9
日

（日）
に
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
実
施
し

ま
す
。
詳
細
は
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

116
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
楯
岡
中
町
住
宅
1
号

募
集
戸
数　
2
階
1
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　
　
　
3
階
2
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額　

１
９
、
３
０
０
円
～

２
８
、
７
０
０
円
（
収
入
に
応
じ
て
算
定
）

■
鏡
清
水
住
宅

募
集
戸
数　
4
階
1
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額　

１
４
、
１
０
０
円
～

２
１
、
０
０
０
円
（
収
入
に
応
じ
て
算
定
）

■
楯
岡
小
谷
地
団
地
4
号

募
集
戸
数　
1
階
1
戸
（
1
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額　

１
３
、
５
０
０
円
～

２
０
、
２
０
０
円
（
収
入
に
応
じ
て
算
定
）

入
居
資
格　
同
居
親
族
が
い
る
方
ま
た

は
60
歳
以
上
の
単
身
者
で
、
収
入
基
準

月
額
（
年
間
所
得
か
ら
扶
養
親
族
1

人
に
つ
き
38
万
円
を
差
し
引
き
12
で

除
し
た
額
）
が
１
５
８
、
０
０
０
円

（
高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者
世
帯
は

２
１
４
、
０
０
０
円
）
以
下
な
ど

受
付　
11
月
5
日

（月）
～
16
日

（金）
の
平
日

住
宅
公
開　
11
月
10
日

（土）

午
前
9
時
～
正
午
（
要
予
約
）

■
問
合
せ
／
建
設
課　
　
　
☎
内
線

231

会
場　
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）

手
数
料　
５
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
水
道
課　
　
　
☎
内
線

183

市
民
行
政
相
談

　
行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
8
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

110

不
動
産
無
料
相
談

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
11
月
14
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／

（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

 

☎
０
２
３
（
６
５
２
）
９
０
７
０

か
ら
ほ
ろ
マ
ル
シ
ェ
定
期
市

　
今
年
度
最
後
の
開
催
で
す
。
新
鮮
な
村

山
市
産
農
作
物
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

日
時　
11
月
7
日

（水）
午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
※
な
く
な
り
次
第
終
了

会
場　
五
日
町
公
園

■
問
合
せ
／
農
林
課 

☎
内
線

257

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

お
よ
び
下
水
道
工
事
店
の
廃
止

　
市
指
定
給
水
工
事
事
業
者
お
よ
び
市

指
定
下
水
道
工
事
店
の
廃
止
の
届
出
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
者　
林
ブ
レ
ー
ン
（
山
形
市
）

■
問
合
せ
／
水
道
課　
　
　
☎
内
線

183

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
登
録
更
新

　
県
下
水
道
協
会
に
登
録
し
て
い
る
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
で
、
登
録
有

効
期
限
が
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
の

方
は
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
水

道
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
11
月
1
日

（木）
～
30
日

（金）

更
新
講
習
会　
平
成
31
年
1
月
23
日

（水）

市
職
員
採
用
試
験
実
施
結
果

　
平
成
30
年
度
職
員
採
用
試
験
の
最
終

合
格
者
を
10
月
15
日

（月）
に
発
表
し
ま
し

た
。

■
最
終
合
格
者
数
（
受
験
者
数
）

・
初
級
行
政
１　
１
名
（
７
名
）

・
初
級
行
政
2　
４
名
（
28
名
）

・
初
級
土
木　
　
１
名
（
３
名
）

・
消
防　
　
　
　
４
名
（
８
名
）

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

216

市
道
の
調
査
・
測
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
の
道
路
台
帳
更
新
業
務
の
た
め
、

新
設
や
改
良
、
側
溝
整
備
な
ど
を
行
っ

た
市
道
に
つ
い
て
、
延
長
や
幅
員
の
測

量
を
実
施
し
ま
す
。

　
作
業
の
際
、
私
有
地
に
立
ち
入
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
期
間　
平
成
31
年
3
月
18
日

（月）
ま
で

作
業
者　
東
日
本
総
合
計
画
㈱

※
立
入
り
の
際
は
身
分
証
明
書
を
提
示

　
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
建
設
課　
　
　
☎
内
線

237

困
り
ご
と
・
相
談

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ
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児
童
相
談
窓
口

　
出
産
や
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。
虐
待
と
思
わ
れ
る
事
案
も
ご

報
告
く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

※ 

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
電
話
が
つ

な
が
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３
（
６
２
７
）
１
１
９
５

自
衛
官
候
補
生
募
集

受
験
資
格　
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在

で
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

試
験
日　
12
月
16
日

（日）

申
込
期
限　
12
月
7
日

（金）

※
試
験
内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
自
衛
隊
採
用
説
明
会

　

30
分
程
度
の
個
別
説
明
と
な
り
ま

す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
25
日

（日）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

　
11
月
18
日

（日）　
午
前
9
時
～
正
午

・
お
も
し
ろ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
、
ス
ポ
レ
ッ
ク
、

　
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
11
月
18
日

（日）　
午
後
1
時
～
5
時

■
問
合
せ
／
（
一
財
）
市
体
育
協
会

 

☎
（56）
３
７
３
７

居
場
所
づ
く
り
入
門
講
座

　
若
者
た
ち
の
学
び
の
場
・
居
場
所
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぷ
ら
っ

と
ほ
ー
む
（
山
形
市
）
と
市
教
育
委
員

会
が
連
携
し
、
開
催
し
ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参

加
無
料
。

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

時
間　
午
後
7
時
～
9
時

■
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
入
門
講
座

期
日　
11
月
14
日

（水）

対
象　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

■
親
の
会
（
進
学
等
の
情
報
交
換
会
）

期
日　
11
月
28
日

（水）
、
12
月
12
日

（水）
、

26
日

（水）

対
象　
当
事
者
の
家
族

■
問
合
せ
／
ぷ
ら
っ
と
ほ
ー
む
（
樋
口
）

 

☎
０
９
０
（
４
５
５
３
）
７
２
５
７

市
民
体
育
館
の
改
修

　
ア
リ
ー
ナ
床
の
張
替
え
、
空
調
設
備
・

玄
関
・
ト
イ
レ
等
の
改
修
に
伴
い
、
次
の

期
間
、
ア
リ
ー
ナ
・
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
幼

児
高
齢
者
室
、
研
修
室
は
改
修
期
間
中

も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

改
修
期
間

11
月
19
日

（月）
～
平
成
31
年
3
月
末
日

■
体
育
館
改
修
前

　
35
年
間
あ
り
が
と
う
イ
ベ
ン
ト

　

 

イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て
参
加
・
入
場
無

料
で
す
。

・
ア
リ
ー
ナ
床
に
感
謝
の
ペ
ン
サ
イ
ン

　

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
な
ど
を
自
由
に
お

書
き
く
だ
さ
い
。

　
11
月
12
日

（月）
～
17
日

（土）

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

・
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
無
料
開
放

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
汗

　
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
11
月
12
日

（月）
～
18
日

（日）

　
午
前
9
時
～
午
後
9
時

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

　
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
行
い
ま
す
。

会
場　
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
東

根
地
域
事
務
所

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本

部
東
根
地
域
事
務
所 

☎
（43）
７
１
９
８

求
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
20
人
。

募
集
科　
福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科

訓
練
期
間　

平
成
31
年
1
月
8
日

（火）
～
6
月
27
日

（木）

申
込
期
間　
11
月
2
日

（金）
～
12
月
6
日

（木）

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

■
問
合
せ
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形

 

☎
０
２
３
（
６
８
６
）
２
０
１
６

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
設
備
の
定
期
点
検
お
よ
び
補

修
、
洗
浄
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

期
間　
11
月
26
日

（月）
～
29
日

（木）

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（56）
３
３
５
１
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月
10
日

（土）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
各
先
着
5
名
。
パ
ソ
コ
ン
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
4
日
か
ら
平
成
31
年
2
月

1
日
の
毎
週
火
曜
・
金
曜
日　
全
15
回

※
12
月
28
日
～
平
成
31
年
1
月
4
日
は
休
講

会
場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

時
間　
午
後
6
時
30
分
～
9
時

受
講
料　
１
５
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（54）
２
３
２
０

ピ
ア
ノ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室

　
初
心
者
コ
ー
ス
よ
り
も
一
歩
進
ん
だ

内
容
で
す
。

　
希
望
す
る
方
は
受
講
料
を
添
え
て
11

住
生
活
総
合
調
査

　
住
生
活
の
安
全
、
向
上
に
係
る
総
合

的
な
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

調
査
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
10
月
に
実
施
し
た
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
の
回
答
世
帯
か
ら
抽
出
さ
れ

た
世
帯

調
査
方
法　
11
月
下
旬
か
ら
調
査
票
を

配
布
し
、
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経

由
で
回
収
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
平
成
30
年
住
生
活
総
合
調
査

事
務
局 

☎
０
１
２
０
（
４
６
７
）
０
６
０

Ｐ
Ｃ
農
作
業
日
報
・
出
納
帳
作
成
教
室

　
希
望
す
る
方
は
受
講
料
を
添
え
て
11

月
10
日

（土）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
各
先
着
6
名
。

日
時　
12
月
6
日
か
ら
平
成
31
年
1
月

31
日
の
毎
週
木
曜
日　
全
8
回

※
平
成
31
年
1
月
3
日
は
休
講

会
場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

昼
コ
ー
ス　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

夜
コ
ー
ス　
午
後
7
時
～
8
時
30
分

受
講
料　
４
、
５
０
０
円

■
問
合
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（54）
２
３
２
０

年
末
調
整
説
明
会

　
工
業
、
商
業
、
農
業
分
野
の
給
与
事

務
担
当
者
が
対
象
で
す
。
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
19
日

（月）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
／
村
山
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（53）
３
７
２
６

村
山
三
曲
協
会

第
30
回
記
念
演
奏
会

　
都
山
流
尺
八
楽
会
教
授
の
渡
辺
紅
山

氏
を
迎
え
て
演
奏
す
る
ほ
か
、
茶
道
、

日
本
舞
踊
と
一
緒
に
公
演
し
ま
す
。

日
時　
11
月
4
日

（日）　
午
後
1
時
～

会
場　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
１
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
村
山
三
曲
協
会
（
齋
藤
）

　

 

☎
（53）
９
８
２
０

広
告

Open 17:00
Close 24:00

楯
岡
荒
町
２

~

５

~

47

電
話 

0
7
0（
1
1
4
8
）1
7
3
3

喜
々

広
告



が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
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直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
。

日
時　
11
月
17
日

（土）　

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

会
場　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
東
光
園

（
尾
花
沢
市
）

■
問
合
せ
／
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族

の
会
（
工
藤
）

 

☎
０
９
０
（
２
８
４
４
）
１
１
５
０

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

11
月
の
訓
練
予
定

課
程
訓
練
＝
1
日

（木）
、
2
日

（金）
、
21
日

（水）
、
22
日

（木）

練
成
訓
練
＝
10
日

（土）
～
16
日

（金）

航
空
機
誘
導
訓
練
＝
19
日

（月）
～
22
日

（木）

通
信
訓
練
＝
28
日

（水）
～
30
日

（金）

離
着
陸
訓
練
＝
1
日

（木）
～
30
日

（金）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地

 

☎
（48）
１
１
５
１

■
11
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

17
日

（土）
午
後
2
時
～
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

や
ま
が
た

　
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法

に
関
す
る
講
演
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
11
日

（日）

　
　
　
午
後
2
時
～
4
時
30
分

会
場　
山
形
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
村
山
保
健
所
保
健
企
画
課

 

☎
０
２
３
（
６
２
７
）
１
１
８
４

犯
罪
被
害
者
支
援

県
民
の
つ
ど
い
２
０
１
８

　
犯
罪
被
害
者
支
援
の
た
め
の
基
調
講

演
や
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
の
作
文

発
表
会
を
行
い
ま
す
。
入
場
無
料
。

日
時　
11
月
27
日

（火）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
45
分

会
場　
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）

■
問
合
せ
／
村
山
警
察
署
☎

（52）
０
１
１
０

介
護
家
族
の
会

　
介
護
者
相
互
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

袖
崎
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渓
永
寺

■
問
合
せ
／
袖
崎
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（58）
２
０
０
１

第
43
回
陸
上
自
衛
隊

第
6
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
往
復
ハ
ガ

キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

日
時　
12
月
8
日

（土）　
午
後
2
時
～

会
場　
や
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）

申
込
期
限　
11
月
19
日

（月）

宛
先　
東
根
市
神
町
南
３

－

１

－

１

■
問
合
せ
／
陸
上
自
衛
隊
第
6
師
団

司
令
部
広
報
室 
☎

（48）
１
１
５
１

不
動
産
開
業
セ
ミ
ナ
ー

　
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
受
講
無
料
。

日
時　
11
月
25
日

（日）
午
後
2
時
～
4
時

会
場　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・

フ
ァ
ー
ラ
（
山
形
市
）

■
問
合
せ
／

（
公
社
）
全
日
本
不
動
産
協
会
県
本
部

 

☎
０
２
３
（
６
４
２
）
６
６
５
８

山
の
内
収
穫
祭

　
地
元
で
採
れ
た
き
の
こ
、
野
菜
な
ど

を
販
売
し
ま
す
。
き
の
こ
汁
の
振
舞
い

も
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
4
日

（日）

午
前
9
時
～
無
く
な
り
次
第
終
了

会
場　
や
ま
ば
と

■
問
合
せ
／
や
ま
ば
と
☎

（57）
２
８
２
２

村
山
光
ホ
ー
ム
文
化
祭

　
模
擬
店
や
作
品
展
示
、
行
事
の
ビ
デ

オ
放
映
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
18
日

（日）
午
前
11
時
～
午
後
3
時

会
場　
村
山
光
ホ
ー
ム

■
問
合
せ
／
村
山
光
ホ
ー
ム 

☎
（53）
２
５
２
０

だ
が
し
や
楽
校
柳
家
小
ゑ
ん
落
語
会

　
そ
で
さ
き
落
語
を
楽
し
む
会
が
主
催

し
ま
す
。
午
後
1
時
20
分
か
ら
は
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
駄
菓
子
屋
も
開
店
し
ま
す
。

日
時　
11
月
11
日

（日）　
午
後
2
時
～

会
場　
渓
永
寺
本
堂
（
土
生
田
）

チ
ケ
ッ
ト

大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
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MURAYAMA HotNews

　文化財の保存・活用を目指す歴史文化基本構想策定事業の一環として、
村山市の歴史をテーマとした講演会「れきぶんC

カフェ
afe」を開催していま

す。受講無料。事前申込みが必要です。定員30名。
■第4回
　テーマ　葉山信仰と出羽三山 ～かつて、葉山は出羽三山の一つだった～
　日時　11月8日(木)　午後7時～8時30分
　会場　戸沢地域市民センター
　講師　岩鼻通明氏（山形大学教授・文学博士）
■第5回
　テーマ　羽州街道と村山 ～イザベラ・バードの足跡を辿って～
　日時　11月21日(水)　午後7時～8時30分
　会場　JR村山駅2階 ふるさとふれあい学習館
　講師　渋谷光夫氏（東北文教大学客員教授）
■第6回
　テーマ　多彩な城楯跡の語る村山の歴史 
　　　　　～楯岡城跡・大久保城跡・土生田楯跡、白鳥楯跡を中心に～
　日時　11月28日(水)　午後7時～8時30分
　会場　くれない苑
　講師　保角里志氏（中世城郭研究同人）
■問合せ／生涯学習課文化係　☎内線333

歴史文化セミナー

　最上川三難所そば街道振興会の加盟店13店舗では、今年採れたてのそ
ば粉を使った、ひきたて・打ちたて・ゆでたてののおいしい新そばを味わ
うことができます。
　まつり期間中は、食事した方を対象に市内の特産品が当たる抽選会を実
施します。
期間　11月1日(木)～30日(金)
■問合せ／商工観光課観光交流係　☎内線154

板そばまつり

広
告

■指揮／菅野年央
■ピアノ／伊勢コウ

■歌い継ぎたい日本の歌　秋冬編
里の秋
リンゴの唄
今日の日はさようなら
思い出のアルバム　他

■ドラえもんメドレー
ドラえもんのうた
夢をかなえてドラえもん
ボクノート
ぼくドラえもん　他

■混声合唱組曲
明日へ続く道　星野富弘：作詩

11月25日（日）
PM1:30開場
PM2:00開演

村山市民会館大ホール
入場料／一般 1,000円

小・中学生 無料

■チケットのお問い合わせ
　株式会社菅野時計店　TEL(0237)55－6111
　村山市民会館　　　　TEL(0237)53－3111
　村山混声合唱団フェブリエ事務局
　　　　　　　携帯 090－2272－0206[小山]

■歌い継ぎたい日本の歌　秋冬編
里の秋
リンゴの唄
今日の日はさようなら
思い出のアルバム　他

■ドラえもんメドレー
ドラえもんのうた
夢をかなえてドラえもん
ボクノート
ぼくドラえもん　他

■混声合唱組曲
明日へ続く道　星野富弘：作詩

広
告

　平成29年から開発を始めた居合道体験プログラムが完成しました。実
際に道着を着用して居合道の「形」練習と試し斬りを体験することがで
き、外国人の方でも気軽に楽しめる内容となっています。
　市民の皆さんに居合道を知ってもらうため、
次のとおり市民体験会を実施します。
■居合道体験プログラム市民体験会
　日時　11月24日(土)　午前10時～正午
　会場　村山居合振武館
　参加料　2,000円
　（道着・刀レンタル代、試斬用畳筒代含む）
　申込期限　11月20日(火)　先着15名
■問合せ／商工観光課観光交流係　☎内線154

居合道体験プログラムが完成　市民体験会を開催

試し斬り体験の様子



村
山

市
市

報
N

o.1258 平
成

30年
11月

１
日

発
行

 編
集

と
発

行
　

村
山

市
総

務
課

〒
995-8666 山

形
県

村
山

市
中

央
一

丁
目

3番
6号

 ☎
0237（

55）2111FAX（
55）6443 印

刷
/中

央
印

刷
㈱

村
山

支
店

SH
IM
IN

N
O
T
O
M
O

↑市ホームページ ↑市観光アプリ ↑子育て支援アプリ

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（10月1日現在）：24,397人　男：11,808人　女：12,589人    世帯数：8,223戸

戸
沢
小
学
校

読
書
活
動
で

表
現
力
を
向
上

　
戸
沢
小
学
校
で
は
毎
週
木
曜
日
に
15
分
間
の
朝

読
書
の
時
間
を
設
定
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
母
親
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
月
1
回

程
度
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み

に
は
親
子
で
同
じ
本
を
読
ん
で
感
想
を
話
し
合
う

「
親
子
読
書
」
も
実
施
。
ま
た
、
10
月
か
ら
11
月

の
秋
の
読
書
ま
つ
り
期
間
に
は
、
図
書
委
員
が
本

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ぬ
り
絵
作
成
や
、
本
に
ま
つ

わ
る
ク
イ
ズ
大
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
3
年
前
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校

で
購
入
す
る
本
を
選
ぶ
取
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

年
に
1
回
、
子
ど
も
た
ち
に
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し
い

本
を
選
ん
で
校
内
に
約
１
５
０
冊
を
展
示
し
、
各

児
童
が
希
望
す
る
本
に
投
票
。
票
数
の
多
い
上
位

１
０
０
冊
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
興
味
を
持
っ
た

本
を
揃
え
る
こ
と
で
、
本
に
親
し
む
環
境
づ
く
り

へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
戸
沢
小
学
校
が
目
指
す
の
は
「
疑
問
を
大
切
に

し
て
、
自
分
の
考
え
を
説
明
で
き
る
子
ど
も
」
。

読
書
活
動
に
よ
り
、
本
を
使
っ
て
「
調
べ
る
力
」

が
つ
き
、
た
く
さ
ん
の
文
章
を
読
む
こ
と
で
「
ま

と
め
る
力
」
が
育
ま
れ
、
語ご

彙い

力
が
つ
く
こ
と
で

「
伝
え
る
力
」
の
向
上
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
全

校
発
表
会
な
ど
で
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
る

と
、
読
書
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
す
。
自
分
の

考
え
を
し
っ
か
り
表
現
で
き
る
子
ど
も
に
育
つ
よ

う
、
今
後
も
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

↑地域ボランティアの皆さんによる読み聞かせ

↑全校発表会の様子

↑図書館で本を選ぶ子どもたち↑購入する本を子どもたちが選ぶ選書会

↑全校児童の前で自分の目標を発表


